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赤 道 上 を 動 く大 積 雲 団

惑星探査機ボイジャーから送られて来る映像は,遠 く離れた惑星の知られなかった姿

を映し出し,多 くの謎を問いかけて来るが,よ く知っているつもりの我が地球の大気に

も,人工衛星から眺めて初めてわかった不思議な現象がある。

3枚の写真は,気象衛星「ひまわり」から見た雲の姿で,左から順に1985年 4月 16日 ,

18日 ,20日 のものである。図中央を東西によぎる赤道に沿って,対流性の積雲が多発し

ているが,よ く見ると,東西に3.000 km程 度のひろがりを持った積雲の塊がある(矢印)。

一連の写真が示すように,この積雲集団は赤道沿いに西から東へ動いて行く。赤道近く

では,東風 (西向き)の貿易風が吹いているから,積雲集団は風に流されているのでは

なく,それに逆らって動いている。赤道沿いに東向きに伝わる大規模な大気の波・赤道

ヶルビン波が関係しているらしい。積雲集団として活発なのはインド洋から西太平洋ま

でだが,波動は地球を一周し,40～ 50日 の周期を持つ。この "振動 "は ,夏季インドの

モンスーンの降雨をはじめ,熱帯域全体の大気,さ らに梅雨活動の変動とか寒気の吹き

出しのような中・高緯度の気象の長期変動にも影響を与えるらしい。

地球物理学教室の気象研究室では,全域を海で覆われた「水惑星」の数値モデルを作

ってシミュレーションを行い,世界の先頭に立って,こ の現象のメカニズムを明らかに

しつつある。

地球物理学教室 松 野 太 郎
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